
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児 童 発 達 セ ン タ ー  支 援 プ ロ グ ラ ム  
社会福祉 法人ひかりの家 

児 童 発 達 支 援  
8:30－ 16:30 
※ 送 迎 バ ス あ り（ マ イ ク ロ バ ス 2 台 ） 

事 業 所 名  

児童発達 支援センター ひかり の家学園  

支 援 方 針  

地域支援 ・地域連携  
 

保 育 所 等 訪 問 支援 、中 核 機能 と し て の 巡
回 相 談 、公開 保 育 な ど 地 域 の 幼 稚 園 、保
育 園 等 と の 連 携を 図 っ て い き ま す。  
ま た 、花の 日 の 行 事 に は 地域 の 学 校 や 消
防 署 や 施 設 に 花を 届 け に 行 く な ど、地 域
と の 関 わ り も 深 め て い け る よ う に し て
い き ま す 。 
 

本人支援  
 

家族支援  
 親子音楽療法、家庭訪問、個別面談、保

育参 観な ど の機 会を 利用 し、 ご家 族に
園で の普 段 の生 活の 様子 をみ て頂 ける
機会を設けていきます。 
また 、困 り ごと だけ でな く嬉 しか った
こと など も ご家 庭と 共有 しな がら 家族
に対しての支援も行っていきます。 
 

放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス  
 

健 康 ・ 生 活  
心身の状態把握につとめ、心と体の成⾧の場となるように支援していきま
す。学校での疲れを癒す場としても休息と活動のメリハリを意識した活動
の場としていきます。 
 

運 動 ・ 感 覚  
ひとりひとりの発達段階に合わせて、運動経験を積んでいき、運動機能や
体力の向上を図ります。学習に必要な手先の巧緻性や協調運動も意識した
遊びや活動を提供していきます。 
 

認 知 ・ 行 動  
さまざまな遊びや活動を通して、物・人を知る機会を提供していきます。ま
た自分で考え行動する力を育て新たな発見に繋げていきます。 
 

言 語 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  
ひとりひとりに合った表現で、人に伝わる嬉しさ、安心感を感じながらコミュニ
ケーションの力を育てていきます。同年代の仲間とのコミュニケーションを通し
て伝わりやすい伝え方、相手の立場を考える力を育てていきます。 
 

人 間 関 係 ・ 社 会 性  
お友だちや先生と楽しく関わる経験を通して、他者を理解したり、協力し
たり、自己主張したりする機会を設けていきます。その中でルールや物の
貸し借りなどを知り良好な関係を築いていける力を育てていきます。 
 

移行支援  
 それぞれのライフステージに応じて、ひとりひとりに

とって最善の選択ができるように、他園との併行通園、
保育所等訪問支援などの支援も行っています。また、就
学に向けた説明会や個別の進路相談を行っています。 
日々の生活の中でも、箸の利用、書字などそれぞれに合
わせたステップアップを行い次のライフステージへス
ムーズに移行できるように支援していきます。 

職員の質 の向上  
 年 間 の テ ー マ を決 め 施 設 内 研 修 を行 い 、職 員 の知 識 の 向 上 、実 践 的

な 力 を 育 成 を 図っ て い ま す 。ま た 園 外 での 研 修 や 学 会 に も 積極 的 に
参 加 し て い ま す。  
 

イースター礼拝・花の日礼拝・収穫感謝祭・幼児祝福式・クリスマス礼拝・
親子花うえ・親子遠足・絵画展・保育参加・デイ秋祭り・運動会・秋の遠足・
いもほり・クリスマス会・お正月遊び会・豆まき・お別れ遠足 
 

主な行事  

児 童 発 達 支 援  
 

健 康 ・ 生 活  
心 身 の 状 態 把 握に つ と め 、ひ と り ひ と り に 合 わ せた 将 来 像を 見 据
え な が ら 、食 事・排 泄・更 衣 な どの 生 活 動 作 の 習得 に 向 けて 支 援
し ま す 。  
 

運 動 ・ 感 覚  
ひとりひとりの発達段階に合わせて、運動経験を積んでいき、運動機能や
体力の向上を図ります。また、感覚特性に配慮したさまざまな手指操作や
感覚遊びを通して五感に働きかけます。 
 

認 知 ・ 行 動  
さまざまな遊びや活動を通して、物・人を知る機会を提供していきます。ま
た自分で考え行動する力を育て新たな発見に繋げていきます。 
 

言 語 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  
ひとりひとりに合った表現で、人に伝わる嬉しさ、安心感を感じながらコ
ミュニケーションの力を育てていきます。 
 
 

人 間 関 係 ・ 社 会 性  
お友だちや先生と楽しく関わる経験を通して、他者を理解したり、協力し
たり、自己主張したりする機会を設けていきます。その中でルールや物の
貸し借りなどを知り良好な関係を築いていける力を育てていきます。 

・ 生 活 関 連 動 作 で 自 分 で 出 来 る 事 が 増 え る 。  

・ 自分の気持ちややりたい事を相手に伝えることができる。 

・ 色 々 な 遊 び や 活 動 に チ ャ レ ン ジ で き る 。 な ど  

 

・ 見 通 し を も っ て 集 団 の 中 で 行 動 で き る 。  

・ 声 か け を 聴 い て 活 動 に 参 加 で き る 。  

・ お 友 だ ち と お も ち ゃ の 貸 し 借 り が で き る 。  

・ 協 力 し て お 当 番 が で き る 。  な ど  

・ 自 分 で 「 で き た ！ 」 と い う 達 成 感 。  
・ 困 っ た と き に 頼 れ る 人 が い る 安 心 感 。  
・ 気 持 ち が 伝 わ る 嬉 し さ 、 心 地 よ さ 。  
・ み ん な と 一 緒 に 遊 ぶ 楽 し さ 。  
・「 ま い っ か 」 と 気 持 ち を 切 り 替 え ら れ る 。  な ど                         
 

『こころの育ち』は“根っこ” 
たくさん栄養（愛情）を吸収し て 

『個の力』、『社会で生きる力』の 

”花”を大きく育ててい きま す 

また、『個の力』、『社会で生きる力』は、 

自信となり『こころ』を豊かにしてくれます 

支 援 内 容  

放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス  
平 日  12:00－ 17:00 
休 日   9:00－ 16:00 

［ 受 け 入 れ 可 能 時 間 ］  
一人ひと りの子どもを神さまか ら与えら れた  
かけがえ のない存在として愛情 をもって 育てます 

「社会で生きる力」の育ち 

「個の力」の育ち 

こころの育ち 

法 人 理 念  


